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スクト ウダラ肝臓中に含まれる生長

促進物質のじナ飼 育 試 験 *

五十風久尚・石田昌男・頑固謙治

〈北海道大拳農拳部水産化摩数室〉

Chicken feeding with growth promoting sutstance 

contained in pollack livers. 

By Hisano Igarashi， Masao Ishida and Kenji Fukuda 

(1) 緒 冨

1948年に Rickes等1ノ， Smithめによりビタミン

Bl~ の結晶が抗感性貧血因子として牛肝臓から分

離されて以米，此の化合物に闘する種々の研究が

行われて来て居る。 Lillie等3 がヒナの飼育試験を

行って B12は叉動物の生長促進因子としての作用

も有している事を報告してからは，動物蛋白因子

(Animal Protein Factor聞各して A.P.F.)として多

数の研究が報告されて居る。水産物特にJ魚類の煮

汁や肝臓中にも Buや A.P. F.の作用を有する類

似物質が存在していて，米園ではft..，粉製主主時の駿

液を濃縮して養鶏飼料として市販されていると云

う。

著者等は魚類肝油製造駿液の利用法のーっと

して肝臓成分がニワトリの育雛を行った際どれ程

生長促進効果あるやを知る目的を以って，スケト

ウダラ (Theragrachalcogramma Fa!las)の肝臓濃縮

物を調製して試験したので，その結果を故に報台

する。

(ll) 試験試料の調製

1. 肝臓濃縮物

昭和 26年4月初旬， 稚内i'i'にて漁獲したス

持 ContributionNo. 146， from the Department of Fis-
heries， Faculty of Agriculture， Hokkaido University， 
Sapporo， Japan. 

ケトウダラの肝臓 8.6kg (やや自己消化)に水を宇

量加えて 75
0Cに 1時間， 85

0

Cに 1時間加熱後日

分沸騰せしめ，放J令後土居に分離した油を除き

(採取した肝臓油 3.4kg，原料の 39.5%)，藤田した

蛋白と液屠は等量;の 80%エグノ{ルをカl¥え，硫酸

で pH4とし， 1谷温850Cで 3時間加熱冷却後中和

措過し，アルコールを、問去後減鹿で濃縮し，それ

に食瞳を飽和せしめて一室夜放置後強過しその

憾液を肝臓濃縮物として用いた。全量1.4kg，比重

1.372，水分 58.9%であって Lactobacillusleichlllannii 

によって B12を定量した結果0.525'r/gを合有する。

2. 乙ナの諜備飼育

使用に供したヒナは上川郡永山村河口養鶏場

で昭和 26年 5月26日解化した初生白色レグホン

極(雌雄無鑑別)80羽で， 6月19日即ち初生より

25日日までは全ヒナを 1群として普通の育雛法に

よって強1mj飼育した。即ち始めの 3日間は煮熟難

卵黄のみを数回に分けて興え，その後1週間はト

ウモ戸コシ粉 30，砕米30，米糠 30，魚、粉 10割合

で生長に肱じて趨賞主 (80~司に 1 日 400-1000g)

を3回分けて，帝国断した線草と共に興えた。との

]象備飼育の期間中に死亡したヒナは 20羽で， 三え

の試験飼育に使用したものは 60羽でるる。

第 5回A.P.F.綜合研究委員舎報告及びH本水産準曾も九

州臨時大倉講演 (UB利 26年 11月98)
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吋同 90cm，奥行 45cm，高さ 30cmの飼育箱を}甘い，

(III) 飼育試験法 それ以後は狭くなったので、脳 85cm奥行200cmの

以上の虫fl く議官!?飼育したヒナ60~~ を無作震に

15洞宛の 41洋に分けて生後 26日日より約 5週間

一定の餌を興え，各1Pil休i手に体草をiJliJJii.した。各

'j洋は頭及びj止に標識をつけて匝)Jlj'した。各'i洋の飼

育場所は一定期間七五に交特し生後 39日目までは脅

F 第 1表給

コンクリート!ぶで前iさ180cmの庄内とそれに通プ夕、

る同一国i杭の日:外で合1J育した。イoJれも本試験mと

して新設したものでるる。試験期IIH中各滑に興へ

た飼料の量及ぴ配合は第 1 表及び:tf~ 2去の如

くである。
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註)魚粉は雑かれい歩ワイトミーノレ，

肝臓濃縮物+は添加。

興えたf!A粉の全寮素は 10.49%; 脆脂大豆粉

は 7.73%でるった。肝臓濃縮物は飼料 1kgにつき

15c心 (20.58g即ちビタミン B12として 10.7r)の

割合で、興えたから毎日ヒナ 1羽賞りの B)2として

0.17--0.41 rを輿えた事に怒る。 ホワイト・フイ

ツシュ・ミールは B121i含有しないので動物性蛋

白源として用いた。向各群には給餌 1日2固とし

その度に 1c・C・宛の肝油， 少量の介殻粉及び約

200gの緑卒を興えた。

(IV) 試験結果

瞬化後ヒナを26日間7象備飼育じて 4'i洋に分け

たが，各詳の体重の総和と 1羽常りの平均値は，

7{~ 3去の如くで，とれよ b試験飼育を行。先。ー

飼育試験は生後26日(6月初日)より 52臼

( 7月16日)まで行い，数日の間隔をたいて各制体
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以上の結果を 1羽常り平均の晴:fJl1量として肺l

k表せば第 11，';，;]の如くで下式験飼育開始即ち生後
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第 4表 ヒナ飼育試験に於ける各群の線、体重と I現平均値

測定 | 生後 C 群 D 群
よ習

月日 日数 育上i般 経過日数 (g) (g) (g) (g) 

6 557 766 469 日ラ予

31 5 予
ie I 37.1士3.7 51.0土2.6 I 31.3:1:2.6 I 37日 225 

6 334 353 145 204 
34 8 3 

語 122.3:1:3.2 1 23.5土2.6 I 9日 6 I 13.6士1.628 

7 608 .929 430 357 
39 13 5 

I 40.5:1:3.3 I仏 日6 1 28日 4 I 23.8土4.03 記

7 747 1090 435 739 
44 18 5 

記 153日 6 172.7:1:7.2 I 38.0:1:4.8 別士3.78 

7 512 523 168 301 
48 22 4 

ie I 37印 oI抑土5.4 I 11.2:1:3.5 I 21.5:1:2.2 12 

7 488 583 622 499 
52 26 4 

語 I35日 2.4 I 38.9:1:5.5似土4.1 I 16 

26日間試験飼育に於ける総増加量 3290 2269 2655 4252 

1 羽~{:;り増加千均値

f茄 考

26日日の体重の増1m量を起票日iとしで，試験後18日

日(生後44日目)迄は肝臓濃縮物と魚粉又は脆JJ旨大

豆和を興えた (B)及び (D);併が何れも体主増加lの

主主度が著しく大きいが， それ以後は体主精力Hの速

度が鈍り，やや同じ程度の去を保ちつつ，生長す

る欣態が認められた。 それで、 A，Bj雨瀞より雌の

み 8:oî~宛撰んで、 A'， B'群とし』之を更に同様の飼

料で 9日間飼育を檎槙して各佃休別に体重を測定

してp 試験飼育首初からの測定値と共に体重の綿

士宮jJn:量と 1洞古りの千均値を算出じたのが第 δ

去である。

第 5表 雌ヒナ A/， B'群各 8吻の飼育試験5 週間に於ける体重増加量と 1 司l~{\ !l平均値
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(V) 考 察

ヒナの飼育試験によって微量成分のもつ生長

促進の効果を知る震には，品種，血統，飼育環境

等を全く同一保件にする事が必要で、ある。それと

ても或る程度成長すると雌雄の差は勿論， f匹|体芸

が表われて来る。殊に肝臓濃縮物中にはピグミン

B12その他の生長促進物質を含むと考えられるが，

B12 ?i:::遺倖的に体内に保有していたり，1象備飼育中

にB12等を揃取して体内に蓄えられ?とA.P. F.の

作用が試験官司育中に生長促進となって表われると

とも考えられるので，著者等の調製した肝臓濃縮

物の A.P.F.としての絶封的な効果を論歩、る事は

出来ない。。干し本試験は一般の育雛法とほぼ同様

の僚件で、行ったので、あるから，その範固に於てス

ケトウダラ肝臓濃縮物がA.P. F.としての有効の

有無を相封的に論示、る事が出来ょう。

前記の第4表?i:::見ると，蛋白源として魚、粉

(ホワイトミー Jレ)又は脆脂大豆粉を興えたヒナに

肝臓濃縮物の微量の投興は生後26~44 日に於て

体重の増加l量が著しく，最大の増加互与を示した。

即ち魚、粉と共に興えた B群は封照の A群の約1.4

4吾， 院脂大豆粉と共に興えた D群は劃照の C群

の約1.~倍の体重増加率を示した。 それで‘各測定

時に於ける体重増加l量;の有意性を調べて見る需に

F一分析を行うと，各測定時に於て殆んど 1%の有

意水準でイT意性が認められた。之によって本試験

が示した体重増加の差即ち生長促進の効果は試験

に用いた飼料によって生じたものと考えて差支え

ない。

とれ迄の文献4)によるとビタミン Bl宮はヒナ

のA.P. F.として飼料kg常り 30rを必要とする

如く報骨されているから，本試験の如く B12とし

て 10.7r程度の投興で生長促進効果があったのは

スケトウグラ肝臓濃縮物中に Bu及びそれ以外の

A.P.F.物質が含まれ， それ等の複合作用によっ

て効果をもたらしたものと考えるべきであろう。

所が第 4去に於て生後48日以後の体重測定

値を見ると肝臓~&~純物を興えた群は興えない群に

よじして僅かに増加量が増しているに過ぎない。そ

れでA，B雨排中雌のみ各8洞を A'，B'群として

更に生後61日(試験開始後初日日)まで飼育した

結果は第 5表であるが，生後 26~44日まで体重

増加l率直1洋/A'瀞x100)が 130前後であったのが

48日以後は 100前後に下った。之は A.P.F.物質

の投興によって育雛の初期には生長が促進される

が，或程度生長した時期(生後48日，試験開始後

23日)になると体重の増加は同一比率で生育する。

つまり生後61日以後は顕著なA.P.F.効果が認めら

れない事になる。此の現象に封して種々の理由が

あると考えられるが，生後6週間位から羽毛，生

殖器官等に生長のエネルギーがつかわれ体重増加

に徐、り影響を示さたいのか，或は体内に生長促進

物質が蓄積されて行く矯で、ないかとも考えられる。

本試験は都合によって生後61日以後の飼育は

中止したが，肝臓濃縮物が更に成鶏の産卵に及ぼ

ーす影響，肝臓濃縮物の投興を本試験より多量且つ

充分に興えた場合の影響等については興味深い事

と考える。

tVI) 結 論

1. スケトウダラ肝臓より肝油採取後酸性で

アルコ戸ル抽出を行い，中手11濃縮してピグミンBl!

0.525 rJgの肝臓濃縮物を得た。

2. 此の濃縮物をヒナ飼育飼料kg賞り 15c・C・

添加lして試験を行った結果は，肝臓濃縮物を興え

たヒナの群は興えない群に比して，蛋白源として

魚粉(ホワイトミール)及び、肱Jj旨大豆粉の何れを基

本飼料とした場合でも体重は速に増加する。殊に

魚、粉と共に興えたものの生長が著しい。

3. 此の効果は賓験開始後3週間位までで，

その後は飴り明瞭だ効果は認められない。

格りに本試験に闘して御指導，御便宜を賜わ

った本撃農場林助教授，束大農

氏， i試式料を提供された北1海毎道水産試験場稚内支場

三輪技師にi深架謝の意を表する。
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Summary 

Pollack livers were extracted with aIcohol at pH 4.0，' after separating the liver oil. The extracts， 

after neutralized and 'concentrated， were proved to have 0.525 r/mg vitamin B12 activity as measured by 

Lact. leichmanni method. 

After feeding the chickens wi th the ordinary diets for 25 days， the fe巴dingexperiments were carried 

out by supplementing 20 mg of the ecincentrated liver extracts per kg of the basar diets， which contained 

20% white fish meals or soy been meals as the souree of piotein. The growth rate of chickens was very 

rapidly increased as ，compared with the controI. The resu!t was mor巴 remarkablein the experiment with 

the diet containing the fish meals. The effects of the growth promoting activity of the extracts， however， 

were not remarkable after the feeding experiment !asted for 3 weeks. 


